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研究成果の概要： 
四肢や骨盤部および肩甲帯に発生する転移性骨腫瘍に対して低侵襲で有効性の高い治療法の開

発は進行期の癌患者のＱＯＬを高めるのに重要である。そのため、磁性体温熱療法およびアク

リジン光線力学療法の有効性を検討した。その結果、腫瘍局所制御の効果は長期間維持されて

いた。患者の活動性はＡＤＬ評価で著しい向上がみられた。治療後の副作用を全く認めない点

に置いて放射線治療群より有用と考えられた。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 9,200,000 0 9,200,000 

2007 年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

2008 年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

年度  

  年度  

総 計 15,500,000 1,890,000 17,390,000 

 
 
研究分野：腫瘍外科 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・整形外科学 
キーワード：転移性骨腫瘍、温熱療法、光線力学療法、磁性体、アクリジンオレンジ 
 
１．研究開始当初の背景 

転移性骨腫瘍の標準的治療がなく、進行期が

ん患者のＱＯＬが著しく制限され、大きな社

会資源の損失となっていた。 

 
 

２．研究の目的 

転移性骨腫瘍患者の患肢機能を向上させる

ため、有効な補助療法を用いた最小侵襲患肢

温存術を確立し、患者がより高度の運動機能

を回復し、残された時間を社会に復帰しなが
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ら過ごすことができることを目指すのが本

研究の目的である。 
 
 
３．研究の方法 

磁性体温熱療法を転移性骨腫瘍患者２１人

２３病巣に行った。一部の患者においてはア

クリジンオレンジ光線力学療法を併用した。 

四肢骨に転移した骨腫瘍に対して磁性体温

熱療法を行う。骨髄内に金属性髄内釘を挿入

し、それを磁性体として外部より交流時場を

負荷する。磁場負荷により磁性体が発熱し、

転移性腫瘍に温熱療法を行う。本方法の有効

性を局所腫瘍再発率や増大率および患肢機

能で評価する。これらの治療研究について方

法の妥当性、情報管理、発生する可能性のあ

る不利益等に対して十分に配慮がなされて

いることが三重大学医学部倫理委員会で了

解され、研究の遂行が承認されている。患者

に対する十分な説明と同意のもと納得のい

く治療が配慮されている。 
 
 
４．研究成果 

レントゲン評価では２３病巣中１０病巣で

著明な骨形成を認め有効であることが示さ

れた。８病巣で腫瘍の進行の停止が確認され、

２１人中２０人（９５％）で磁性体温熱療法

は有効性が示された。局所疼痛は２３病巣中

２１病巣（９１％）で軽減した。腫瘍局所制

御においての効果は長期間維持されていた。

患者の活動性はＡＤＬ評価で著しい向上が

みられた。温熱療法中に軽度の痛みを訴える

例がみられたが、それ以外の副作用は認めら

れなかった。その有効性は手術と放射線療法

を併用した群と同等であり、姑息的手術群と

比較して統計学的に有意であった。光線力学

療法の併用は有用であった。 

治療後の副作用を全く認めない点に置いて

放射線治療群より有用と考えられた。 
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